
（別紙４）

～ 2026年　9月　25日

（対象者数） 23 （回答者数） 19

～ 2026年　9月　25日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

～ 2026年　９月　25日

（対象数） 16 （回答数） 16

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

関わる職種等をさらに広げ、多角的な視点での支援を行える
よう取り組んで参りたいと思います。

2

関係機関との連携をより強化し、地域全体でお子様の支援を
行えるよう努めて参りたいと思います。

3

専門職の研修を強化し、支援の質の向上を図って参りたいと
思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

説明のあとに、きちんと相互理解が図れたか確認をとってい
くようにして参りたいと思います。

2

今後は、新たなツール等を設け、情報発信が効率的に行える
よう努めて参りたいと思います。

3

今後は、記録作成時のフォーマットを改善したり、情報共有
の仕方を工夫するなどして、効率的に作業を行えるよう善処
して参りたいと思います。

○従業者評価実施期間 2026年９　月１　日

○事業所名 児童発達支援・保育所等訪問支援事業所　ソレイユ

○保護者評価実施期間 2026年9　月１　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年9　月1　日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年９　月２８　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

情報共有を密にとり、ご家庭との関係が良好であると思われま
す。

児童発達支援を併用することによって、大きな集団（在籍園）
での様子を見ながら日々の療育プログラムの検討を行っていま
す。

お子様が在籍する園との情報共有を常に行っているため、お子
様の日々の状況について理解がしやすく、ニーズに沿った支援
を行うことができています。

就学後にも途切れない支援を行えるよう、小学校への訪問支援
を行っております。

全てのお子様やご家庭、訪問先施設の皆様へ行き届くような情
報発信を行えていなかった点を改善して参りたいと思います。

情報を発信していくツールや機会が少なかった点を改善して参
りたいと思います。

訪問支援後の情報共有や振り返り等に時間がとてもかかってし
まいます。

丁寧な振り返りを心がければかけるほど時間を要してしまいま
す。

児発との併用により、在籍クラスと児発とで違いなどをアセス
メントを行うことが可能で、そのアセスメントをもとに支援計
画をたてることが可能となっております。

作業療法士、保育士、公認心理師・臨床心理士等の多職種連携
を心がけております。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

行っている支援や取り組みなどを十分に周知できるよう心掛け
て参りたいと思います。

全ての保護者様や訪問先の先生方に伝えていく作業を丁寧に
行って参りたいと思います。

事業所における自己評価総括表公表


